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 機能性の短鎖型 non-cording RNA である microRNA（miRNA）は、1993 年に同定されて以来（Lee RC et al. Cell 
1993）、ヒトゲノムでは 1000 種類以上同定されている。miRNA は標的遺伝子の mRNA の 3’末端の非翻訳領域













miRNA が極めて重要な働きを持つことがわかる。京都府立医科大学消化器外科では、2008 年に血中で miRNA が
高い安定性を獲得してリボヌクレアーゼ活性から守られた状態であるといった報告から、血中 miRNA を指標と
した消化器癌のバイオマーカー探索研究を開始した。これまで食道癌、胃癌、膵癌等の消化器癌患者で、①過去
































さらに、外科手術により腫瘍の切除を行った 8 例について、切除前と切除 1 ヵ月後の血漿中の miR-18a 濃度を
比較すると、術後に有意に低下するという結果であった(p＝0.0076)。また、再発時において、既存の腫瘍マーカ
ーである CA19-9 の再上昇を認めないが、術後で一度正常範囲内まで低下した miR-18a 濃度が再上昇した代表症
例も認めた。以上の実験結果から、血漿中の miR-18a 濃度が食道癌原発巣あるいは転移巣の有無を反映する可能
性が示唆され、治療のモニタリングとして有用な可能性のあるバイオマーカーであることが明らかとなった。ま
た早期の食道癌、特に深達度 T1 以浅や Stage I 以下の症例において、食道癌患者と健常人とで血漿中 miR-18a
の早期診断の可能性を探るべく解析を追加した。この結果、pTis-1 食道表在癌、pStage0-I 食道癌において、ROC 
curve から得られた感度はそれぞれ、88.1%、96.7%、特異度はそれぞれ 100%であった。この結果は従来の腫瘍マ
ーカーである CEA やシフラを上回るものであった。 
近年 micro RNA は血球成分に由来するがゆえに、血球成分の測定値に影響を受けるとの報告がある。この報告
を受けて、今回用いた食道癌患者 106 例において、白血球数、赤血球、Hgb 値、血小板数のそれぞれと相関があ
るか確認した。結果はこれら血球成分と、血漿中 miR-18a の発現には相関がないことが認められた。また各種臨
床病理学的因子との間にも、血漿中 miR-18a の発現量に相関がないことを確認した。 







後合併症の予測に micro RNA が有用であるか追加解析を行い、また将来、個々の患者のオーダーメードの腫瘍マ
ーカーを用いた治療が可能となるように、更なる詳細な解析を進めていく予定である。 
